ファ— ムウ ェ アバ—ジョン 120 
追加説明 


この度は、 MN 128- S 0 H 0 旧3をお買い上げいただを、誠にありびとうございます。 MN 128- 
S 0 H 0 旧3のマニュアルに追加説明事項びあります。本製品をご使用になる前に、マニュアルとあ 
わせてこの追加説明書をお読み<ださい。 


A ミ主意 

バージョン1.10の不具合のため、1.10か!5 1.20 にパージョンアップした場合、相手先設定の一部が消去 
されまず。詳しくは 「パージョン1.10か6パージョンアップした場合の注意」 〈P.2〉 をお読みください。 


追加説明事項 


◎ 『導入/設定ガイド』（製品付属マニュアル）への追加事項 

♦無線 LAN のセキュ U テイ設定に WPA - PSK を追加 < P .3> 

日音号化方式 WPA-PSK ( TKIP 、 AES ) に対応し、さらに高度なセキュ U テイを実現しました。 
♦ Super G 対応により、 無線 LAN のを 度を 向上が 〈 P . 已〉 

アセ□ス-コ S ュニケーシヨンズ社び開発した、無線スループットの高ま化技術 「Super G 」 
に対応しました。 


• FOMA F 2402 / P 2402対応 

FOMA PC 力ード型端末型 FOMA F 2402、 P 2402 (NTT DoCoMo ) に対応しました。 
♦モデムダイヤルイン機能を追加 防 < P .己〉 

本製品の TEL ポートにモデムダイヤルイン対応の機器を接続すると、モデムダイヤルイン機能 
び利用できまず。グローバル着信したい場合や、 INS ネット己4の n ■ナンバー」を契約して 
いる場合ち、着信したま号の機能を使い分けることび可能です。 


♦ BR 0 BA について 

BR 0 BA のしくみび変更になったため、従来用意されていた BR 0 BA への PPPoE マルチセッ 
シヨン用設定のままでは接続でさなくなりました。 BR 0 BA への接続については、 
http ):// www . broba . cc / をご覧く ださい。 

◎ 『巧用ガイド〜中•上級編』 （ WE 曰公開マニュアル）への追加事頃 

♦ NAT 機能をお張し、変換するポートま号を指定可能 （ NAT 拡張機能） 防 < P . 10> 

NAT あ張機能により、 LAN 側と WAN 側の IP アドレスを変換するだけでなく、指定した 
ポートま号で変換することびでさます。 

◎ 『リファレンス.八ンドブック』 （ WEB 公開マニュアル）への追加事項 

♦ L モードを、 AT コマンド/設定コードでを設定可能 < P . 11> 

L モードの設定を、 AT コマンド旧 S -232 C シ U アルポートから）や、設定コード（電話機か 
日）でを行ラことびでさます。 

◎ Ver .1.0 マニュアル正誤表 W < p , i 2> 

Ver . l.O (第1版）のマニュアルに誤りびありまず。お詰びしてここに訂正いたします。 










.10 か 6/ V — ジヨンアップした場合の注意 


J (-ジヨン].10の不具合のため、パージヨン1 . 10 けら! (-ジヨン1 .2 CM 。 （ージヨンアップした 
場合、巧手先設定の一部の設定びミ肖まされます。 

消去される項目は下記の項目となります。 

下記項目を設定していた相手先については再度設定を行って<ださい（設定ページの設をメンテナン 
スおよび MNUpdater を使用しても下記の項目を保存することびできません)。 

※ノ（ージヨン1 .00 から1 .20 へノ（ージヨンアップした場合は問題ありません。 

《 MNUpdater の使いちについては 、 U U - スノートをお読みください。 

クイック設定のさ PPPoE 設定メイン〜サブ#己 


一宛先ドメイン名/宛先アドレス 
ープロトコル 
一宛先ポート番号 
一送信元アドレス 

詳細設定の接続/巧手巧登録#〇~#15 

ーマルチセッション選択ルールすべて 
一 MTU 設定 


また、プ U セツトされていた設定を下記にまとめまず。設をび消去されてしまった場合は必要に応じ 
て再度設定を行ってください。なお、 BR 0 BA のプ U セツトはバージョン1.20では削除されていま 
ず。 


クイック設定 [ PPPoE 設定：サブ#1 ] (接続巧手巧登録# 2) 

ネ目手先名称：フレッツ-スクウェア ( NTT ま日本） 

送信ユーヴ ID : guest@flets 
送信バスワード ： flets 
宛先ドメイン名/巧先アドレス ： .flets 

クイック設定 [ PPPoE 設定：サブ# 2] (接続巧手巧登録# 3) 

ネ目手先名称：フレッツ-スクウェア ( NTT 西日本） 

送信ユーヴ ID : flets 劑 lets 
送信バスワード ： flets 
宛先ドメイン名/巧巧アドレス ： .flets 

クイック設定 [ PPPoE 設定：サブ#5](接続巧手巧登録#己) 

ネ目手先名称：速度確認 
送信ユーヴ ID : speed @ speed.flets 
送信パスワード ： speed 
宛先ドメイン名/宛先アドレス ： .speed 
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WPA - PS け醜 U 臟 LAN のセキ： lU テイを強化ずる 


WPA ( Wi-Fi Protected Access ) セキュリティとは、 Wi-Fi Alliance び描！する認証と日音号化を 
あわせた最新のセキュ U ティ規格です。従来から利用されている WEP の弱点を克服した暗号化方式 
「 TKIP 」 や、次世代の標準と言われる強力な暗号化ち式 「 AES 」 を利用できるので、無線 LAN のセ 
キュ I 」ティ強度を大幅に向上させることびでをまず。（ただし、利用する無線 LAN 力ードも WPA セ 
キュ U ティをサポートしている必要びあります。） 

本製品では、 Pre-Shared Key ( WPA 巧ちキ ー) を利用する fWPA - PSKJ モードび利用できます。 

A ま意 

♦利用ずる無線 LAN 力ードが、 WPA に対応している必要がありまず。 

♦お使いのお線 LAN 力ードによっては、 WPA - PSK を使用でさるバソコンの 0 S 限定されている場合びあり 
まず。詳しくは無線 LAN 力ードに付属の取扱説明書をお読みください。 


WPA - PSK を設定する 


1 詳細設定ぺージの [ PC 力ード設定]一[無線力ード設定]をク U ックして、 [ PC 力ード設定 
I (無線力ード)]画面を開きます。 



2 [認証]の[認証方式]で [ WPA - PSK ] をク U ックし、 [ WPA 共ちキ ー] を設定します。半 
角英数字8〜已4夕字の範囲内で、任意の夕字列を必ず設定してください。 

※下の画面の WPA 共有キーは一例です。外部から巧測されにくいものを設定してください。 



〇 [暗号化]の[暗号化方式]で [ TKI 円または [ AES ] をク U ックします。 


※下の画面は [ TKIP ] を選択した場合の例でず。 









4 [ TKIP ] または [ AE 引を選択した場合、[暗号化 （TKIP/AES)] の[鍵の変更更新間隔] 
を設定でさます。ここで砂数を設定ずると、暗号化の鍵が変更されるため、より強固なセキユ 
1」テイを確なでさまず。 

30〜99999の間で設定できます。 

数値をルさくすると、獲の更新び頻繁に行われるため、セキユ U テイは強固になりますび、ス 
ループ ツ トびほ下します。 

数値を大きくすると、鍵の更新間隔び空くため、セキユ U テイは弱くなりますび、スループツ 
卜は向上します。 

「0」を設定すると、暗号化の鍵は変更されません。 

※下の画面は、「3600」を設をした場合の例です。 


I — た乱 


VAK 。 


謎のを更更巧間隔13600巧。い99999秋 <0で更ま斤なし> 


5 [設定]ボタンをク U ックします。 


※バソコン側の無線 LAN カードの設定ち法については、対応無線 LAN カードの取扱説明書を参照して < ださい。 
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Super G を設定する 


米アセロス.コ5ユニケーシヨンズ社の開発した、巧線 LAN のスループットを向上させる技術でず。 
同社の独自技術である、「パケットバースト転送」、「動的な転送最適化」、「データ圧縮機能」を組み 
合わせることで、実効スループットを大幅に向上しています。 


A ミ主意 

• 利用ずる無線 LAN 力ードび、 Super G に対応している必要びありまず。 
• Super G 機能は Windows 98 SE ではご利用になれません。 


本製品では、バースト転送ずるパケット数（バーストパケット数）を設定することびでをます。バー 
ストパケット数は、設定されたパケット数までバーストモードでデータを転送しますので、数値を大 
きくすることで環境によってはスループットを改善することびでさます。 


A 注意 

バーストバケツト数を大定くすると、その分無線帯域を占有してしま5ため、他の無線端末の a 信待ち時間び 
増えてしまいまず。設定値にはごを意ください。 


Super G を設定する 


1 詳細設定ぺージの [ PC 力ード設赶一[無線力ード設定]をク U ックして、 [ PC 力ード設定 
I (無線力ード)]画面を開きます。 



♦お線力ード’說定(沸する/巧メータを設定します。 


Message 

I > けメータを入力•修正して[設定]ボタンをクリッルてな巧い。 


Help 


つに叩 er G ] の [Super G の使用]で[する]をクリックします。 
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[バーストバケット数]で、バースト転送するバケットの数を変更でさます。 

※下の画面は、「巳」に変更した場合の例でず。 


Super G の使用 
バーストバケシトお 


〇しない©する 
区 ](2-255) 


4 [設定]ボタンをクリックします。 


※バソコン側の無線 LAN カードの設定方法については、対応無線 LAN カードの取扱説日月書を参照してください。 


已 



















モデムタイヤルイン機能を設定する 


本製品の TEL ポートに、モデムダイヤルイン対応の機器を接続しているとき、モデムダイヤルイン 
機能び利用できまず。モデムダイヤルイン機能の設定を行ラと、着信したま号により、接続している 
機器の機能を使い分けることびでをます。 

INS ネット巨4の付加サービス n .ナンバー」を契約している場合も、着信により使い分けび可能 
です。 

《 TEL ポートに接続した電話機/ FAX/ モデムび、モデムダイヤルインに対応している必要びあります。 


設定手順_ 

詳細設定ページのアナ□グ設定で、次の順に設定します。 

① [アナ□グ設定（ポートごと)]画面で、機能を使い分けたいポートの[ナンパ'-•ディスプレ 
イ/オプション機能]を[使用しない]しソ外に設定 

② i •ナンパ'—を契約している場合のみ、[アナ□グ設定（ポート共通)]画面で [i •ナンパー] 
を[カスタマイズモードで利用する]に設定 

③ [アナ□グ設定（ダイヤルイン)]画面で、ま号、および着信したいポートを設定 
LU 下、具体例を挙げて詳しく解説します。 


設定例 （1) モデムダイヤルイン機能で番号を使い分ける 


:欠のように FAX と電話機を区別する場合を例に、解説します。 



契約ち回線ま号 （03-0000-2222) にかかってきたら 一 TEL ポート1の FAX に着信したい 
ダイヤルインま号 （03-0000-4444) にかかってきに日- ► TEL ポート1/2で受信し、音声通話をしたい 


1詳細設定ぺージの[アナ□グ設定]一[ポートごと]をク U ックして、[アナ□グ設定（ポート 
I ごと）]画面を開きます。ここではポート1の FAX のみ機能を使い分けたいので、[ポート 1] 
の [ INS ナンパ'—•ディスプレイ/オプション機能]を[使用しない]し U がに設定します。 


back 1 

ボート持結媒巧 

モデム/ FAX 视おけ*结V 

1 INS ナンパ—デ ィス ブレイ/オブシヨン機記 

1 ナシ"一•ティスブレイのみほ用する v| 1 


※上の画面は、「ナンバー■ディスプレイのみ使用する」に設定した場合の例です。 


[設定]ボタンをク U ックします。 


巨 








































3 [アナログ設定] ^ [ダイヤルイン]をク U ックして、[アナ□グ設定（ダイヤルイン)]画面 
を開さまず。 

最初に契約者回線番号の設定を行います。[ダイヤルイン登録番号 0] の[登録番号]に「03- 
0000-2222」を設定し、[着信ポート]を[ポート U こ着信]に設定しまず。 


back 

豈绿垂号 

[03-0000-2222 

1 

着信ボート 

1 ポート 1 じきほ 

-1 


4 同じ[アナ□グ設定（ダイヤルイン)]画面で、ダイヤルイン番号の設定を行います。 

[ダイヤルイン登録番号 1] の[登録番号]に「03-0000-4444」を設定し、[着信ポート] 
を[ずべてのポートに着信]に設定しまず。 



5 [設定]ボタンをクリックします。 

上で設定は終了です。しソ降、モデムダイヤルイン機能び使用できるよラになります。 


設定例 2) i •ナンバーを契約している場合 


次のよラに FAX と電話機を区別する場合を例に、解説します。 



契約ち回線番号 （03-0000-1 111)にかかってきたら 一 TEL ポート1/2で受信し、音声通話をしたい 
追加番号1 (03-0000-222 吕）にかかってきた日 一 TEL ポート1の FAX に着信したい 

追加番号2 (03-0000-3333) にかかってきた日 一 TEL ポート2の FAX に着信したい 


1詳細設定ぺージの[アナ□グ設定]一[ポートごと]をクリックして、[アナ□グ設定（ポート 
I ごと）]画面を開きます。ここでは、ポート1、2ともに機能を使い分けたいので、両方の 
[INS ナンバー•ディスプレイ/オプション機制を[使用しない] L ソ外に設定します。 
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back 

ボート接結機器 

1モデム/ FAX 视能巧ち話 v|| 

INS ナン/ S —デ イス ブレイ/オブシ ヨン 機能 

1 ナンパー•ディスプレイのみほ用する vll 

タイヤル巧かり光悟までの巧ら時问晰问タイマ） 

5帖 

轴言者番号 

1 契約を回巧吞号り•ナンバー〉 v| 



back 

ボ-卜按統機器 

1 モデム/ FAX 视おな巧註 V|| 

INS ナン/ X- •デ ィス ブレイ/オプション機能 

1ナンパ-.ディスブレイのみほ巧 t るV" 


※上の画面は、両方とも「ナンバー•ディスプレイのみ使用する」に設定した場合の例です。 


[設定]ボタンをク U ックします。 


3 1 •ナンパ'—の設定を「カスタマイズモード」にしまず。 

[アナログ設定]^ [ポート共通]をク U ックして、[アナ□グ設定（ポート共通)]画面を開き、 
[i •ナンバ ー] を[カスタマイズモードで利用する]に設定します。 


グロー/ S ル肴信 
巧がの古巧毋巧 



〇ぶい©する 


I カスタマイズ t- 巧‘利用する<着信時にタイサルインの設定がI旧〉- 


4 [設定]ボタンをク U ックします。 


5 [アナ□グ設定]一[ダイヤルイン]をク1」ックして、[アナ□グ設定（ダイヤルイン)]画面 
を開さます。 

最初に契約を回線番号の設定を行います。[ダイヤルイン登録番号 0] の[登録番号]に「03- 
0000 -11 11」を設定し、[着信ポート]を[すべてのポートに着信]に設定します。 


h«Ht 

留强号 

1的-0000-…1 

コ 

着信ボート 

1すべてのポートに着 g 

-1 


^同じ[アナ□グ設定（ダイヤルイン)]画面で、追加ま号の設定を行います。 

[ダイヤルイン登録番号 1] の[登録番号]に「03-0000-2222」を設定し、[着信ポート] 
を[ポート U こ着信]に設定します。 

また、[ダイヤルイン登録番号 2] の[登録番号]に「03-0000-3333」を設定し、檐信 
ポート]を[ポート2に着信]に設定します。 


8 


































留ま香ち 
を含ポ-卜 


巧ホを言時な 
をミ拉送 
を5ち送まち 
,モ ー L -.. 巧 I ザム' 


壁を番号 
お言ポート 


—f [設定]ボタンをクリックします。 

上で設定は終了です。しソ降、モデムダイヤルイン機能び使用できるよラになります。 
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NAT 拡張機能で固定のポートを号を変換する 


NAT 拡張機能ででさること 

従来の NAT 機能では、 LAN 側と WAN 側の IP アドレスを指定して変換することはでをましたが、 
ポート 番号を指定して変換することはでさませんでした。 

本製品の NAT 機能の拡張により、 IP アドレスだけでなく、ポート番号も指定して変換することがで 
さます。 

NAT 拡張機能の設定は、詳細設定ページの[ルータ設定]^ [ LAN ] のオプション欄でコマンドを 
入力して行います。 


NAT 拡張機能コマンド解説 

ポート番号の変換を設定ずるには、 NAT のコマンドにポート番号設定用のパラ一夕を指定して行 
います。 

NAT テーブルを登録すると、本製品が受信したパケットの IP アドレス/ポート番号ごとに NAT テー 
ブルと比較します。比較は、 NAT テーブル番号のルさいちから順に行われ、該当する NAT テーブル 
に従って IP アドレス/ポート番号が変換されます。 

NAT テーブルを]個でち登録すると、 NAT テーブルに含まれていない IP アドレス/ポート番号は、 
通信でさなくなります。 

■書式 

ip nat {nnumber private 卜 ran 旨 e 」[/ protocol / p _ port 卜 ran 呂 e ]] 呂 lobal [/ 旨 _ po 「 t ] [ interface ] 
[「 number ] [ latest ]} 


■パラメータ 

nnumber 

private 

protocol 

p_port 


global 
旨 _port 


interface 

mumbsr 

latest 


NAT テーブル 番号 [1 〜 32] 

プライべートアドレス （「 start - end 」 で範囲指定、「*」は全て） 

「 esp 」. 「邑 re 」. ricmp 」 ， 「 ipencap 」 ， 「 tcp 」 ， 「 udp 」（「*」 は全て） 
プライべートポート番号、またはこーモニック （「 start - end 」 で範囲指定、「*」 
は全て） 

こーモニック： 「 ftp 」 ，「干 tpdata 」 ， 「 telnet 」 ， 「 smtp 」.「 www 」 ， 
「卿引 .「 sunrpc 」 ， 「 nntp 」.「 ntp 」 ， 「 lo 旨 in 」.「 pptp 」 ， 「 domain 」 ， 
「 route 」 ， 「 who 」 

グ□-バルアドレス ( TipcpJ は IPCP 、 rdhcpj は DHCP 、「 dynamic 」 は 
IPCP または DHCP で取得するアドレス） 

グ日ーバルポート番号、またはこーモこック（「*」は指定無し） 
二ーモニック： 「 ftp 」 ，「干 tpdata 」 ， 「 telnet 」 ， 「 smtp 」.「 www 」 ， 
「卿引 .「 sunrpc 」 ， 「 nntp 」.「 ntp 」 ， 「 lo 旨 in 」 ， 「 pptp 」 ， 「 domain 」 ， 
「 route 」 ， 「 who 」 

「 remote 」 または [wanetherj (省略時または 「*」 は全て） 

相手先番号[日〜1引 
「 latest 」 
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/ j \ 注意 

グ□ーバルポートま号を指定した場合は、プライベート IP アドレス、プ□トコル、プライベート 
ポート番号を一意に設定ずる必要びありまず。プロトコルを TCP または UDP しソ外に設定したり、 
IP アドレスの指定を省略または範囲指定にすることはでをません。 




L モードを AT コマンド/設定コードで設定する 


従来、 L モードの設定は設定ページからのみ巧能でしたび、下記のち法でち設定でさるよラになりま 
した。 

• RS -232 C シ U アルポートに接続したパソコンから、 AT コマンドを使って 

• TEL ポートに接続した電話機から、設定コードを使って 

設定の書式はムツ下のとおりです。 


AT コマンド #L 
設定コード 已目 

AT コマンド書式 AT # Lq=n 
設定コード書式已日 qn 

バラメータ q 

n = 白 

n=l 

n =2 


ダイヤルイン番号[〇〜 3] 
使用しない（デフォルト） 
ポート1で使用する 
ポート2で使用する 
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Ver .1.0 (第]版）のマニュアルに誤りびありました。お詰びしてここに訂正いたします。 


◎ 『導入/設定ガイド』（製品付属マニュアル） 

♦記載箇所 

「(3) WEP キーによる暗号化を行う」が.77〉に追加 
•追加内容 

《 WEP キーを設定したら、使用する標準キーを指定するバラメータ帖 ynumber 階設をしてく 
ださい。（ただし、標準キー1を使用する場合は、省略巧能です。） 

標準キーを指定するパラメータは、次のよラに設定します。 

• ]28 bit キーの場合 

card airl 1 wep default key ]28 { keynumber ( 

• ]52 bit キーの場合 

card airl 1 wep default key ] 已 2 { keynumber } 

{ keynumbe り''' 標準キ ー（1 〜 4) を指定してください。（初期値= 1) 

(例） ] 28 bit キーの WEP キー「11:22:33:44:已已:6已:77:88:99:11:22:33:44」、 
標準キー「2」を使用する場合 

card aim wep keyl 28 2り： 22:33:44: 巳已 :6 巨: 77:88:99:1 1:22:33:44 
card airl 1 wep default keyl 28 2 


◎ 『リファレンス•パンドブック』 （ WEB 公開マニュアル） 

♦記載箇所 

「♦128 bit キーの登録」 〈 P .7 已〉および「参巧孔けキーの登録」夕 .7 日〉の標準キー設定〕 
マンドに追加 

♦追加内容 

標準 キーの 初期値は「1」です。 
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■お問い合わせ先 

本製品について技術的なご質問、または製品のアップグレードに関するご質問は、お買い上げの販売代 
理店、小売店、または技術サポートセンタまでお問いをわせください。 


技術ヴポートセンタ 

Tel. 0曰7日-日已已 -128 (NTT — 般電話、携帯電話用） 

03— 曰67己一79已6 (PHS、 おぶび NTTLU 夕1•の電言舌用） 
Fax. 0曰7日 一0已6— 128 

※目:40〜] 2:0日、 13:00-18:00 (± ■曰•休日•年末年始は除く） 


■ホームぺージのご案内 

株式舎社エタ•ティ•ティエムイーのホームページで、製品のサポート情報などを提供しています。 

MN128-SOHO ホームぺージ 

I ◎株式会社エヌ•ティ■ティエムイー 「MN12S Information」 

http://www.ntt-me.co.jp/mn 128/ 


※記載の商品名、舎社名は、各社の商標または登録商標てず。 
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